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細胞内は多種多様な⽣体⾼分⼦が混雑して存在する分⼦夾雑系であり、細胞内タンパ
ク質は内在性分⼦による活性調節や分⼦混雑効果により、in vitro とは異なる構造や
活性を⽰す。本研究では、代表的な低分⼦量 GTPase である Ras の活性型（GTP 結
合型）割合が in vitro と細胞内で異なる原因を解明するため、特定の細胞内制御因⼦
をノックアウトした細胞を⽤いた in-cell NMR 法を確⽴する。得られた実験データに
基づいて数理モデルを構築することで、細胞内 Ras の活性を変調させる要因を定量的
に評価することを⽬指す。 
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